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離脱防止内蔵型継手

RR継手

RR継手＋離脱防止金具
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志摩市上下水道部
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VSｼﾞｮｲﾝﾄ(ﾒｶ型)φ50
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RR ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×45°(HI)

RR ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×45°(HI)
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HIVP-RR(ﾛﾝｸﾞ) φ50  L=57.184m

RR ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×11°1/4 (HI)

RR ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×11°1/4 (HI) RR ﾍﾞﾝﾄﾞφ50×11°1/4 (HI)

ﾒｶ型栓帽φ50

ﾌﾟﾗｸﾞ付

注：給水取出口径　φ25mmを超える場合は同径、φ25mm以下はφ25mmとする。
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HI ソケットφ25

ろくろ継手（VP用、分止水栓用）φ25

サドル分水栓（VP用）φ50×25

HI 90°エルボφ25

TS キャップφ25

HIVPφ25

公道下給水

HI ソケットφ25

甲切管
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識別マーカー
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識別マーカー 識別マーカー

識別マーカー

公道下給水(復旧)

公道下給水
識別マーカー

(別途施工)

公道下給水

(別途施工)

公道下給水
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ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ50(ﾒｶ型:両受)



弁室据付標準図
S=1:40

注：標準図の組合せは標準であり、設置する仕切弁のボルトナットが見えるように調整リング等で調整すること。
　　鉄蓋は、市名・市章入りとする。
　　レジンコンクリート製とする。

消火栓蓋はカラー塗装とする。
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（φ150～φ200）
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仕切弁室
（φ25～φ100）

鉄蓋 φ216型 鉄蓋 φ240型 鉄蓋 φ320型 空気弁鉄蓋 550×350型

消火栓鉄蓋 550×350型
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φ216 φ320 550×350

550×350

上部壁Ａ φ250×200

中部壁Ｂ φ250×200

下部壁Ｃ φ250×φ350×300

底版　　 φ250×40

鉄蓋　　 φ240型

上部壁Ａ φ250×200

中部壁Ｂ φ250×200

下部壁Ｃ φ250×φ350×300

底版　　 φ250×40

鉄蓋　　 φ320型

上部壁Ａ φ350×200

中部壁Ｂ φ350×100

底版　　 φ350×40

下部壁Ｃ φ350×φ450×300

鉄蓋　　 550×350×200

上部壁Ａ 550×350×200

下部壁Ｃ 550×350×200

底版 　　750×200×40

仕切弁室（φ25～φ100）
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空気弁室（単口用）
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調整リング

550×350×50

調整リング

550×350×50

注：土被りH=800以上の消火栓・空気弁室については、両フランジ短管にて消火栓・空気弁（補修弁含む）の設置高を調整するため、

弁室の高さ(底高)は補修弁の下あたりになるように調整すること。

A

＊両フランジ短管にて高さを調整

（配管詳細図にて記載）
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